

































































されている在留外国人が 212 万 1,831 人 8 となり、また、3 ヶ月以上海外に滞在す
る海外邦人も 129 万 175 人 9 となっている。さらには、福島第一原発事故による避






















8　法務省「在留外国人統計表」（2014 年 12 月末日現在）。ちなみに、中国 65.5 万人、韓国・
朝鮮 50 万人、フィリピン 21.6 万人、ブラジル 17.5 万人、ベトナム 10 万人、米国 5.1 万
人、ペルー 4.8 万人の順。
9　外務省「海外在留邦人調査統計表」（2014 年 10 月 1 日現在）。ちなみに、米国 41.4 万人、

























10　倉沢正則「南方のキリスト教が問いかけるもの」（『キリスト新聞』論壇、2009 年 2 月
28 日、キリスト新聞社）
11　Enoch Wan, “The Phenomenon of Diaspora,” in Diaspora Missiology: Theory, 
Methodology, and Practice, ed. Enoch Wan (Portland: Institute of Diaspora Studies, 
Western Seminary, 2011), 13–15.
12　共立基督教研究所編「アンリーチの人々」（『宣教ハンドブック Q&A130』いのちのこ














教（mission through the diaspora）」で、ディアスポラのクリスチャンが故国内
外の近親者に宣教することを意味する。第三は、「ディアスポラの人々の周囲への
















2009 年 9 月に第 5 回日本伝道会議が北海道の札幌で開催されたが、その開催地は
日本の近代化のなかで、その誇りと尊厳を奪われたアイヌの人々への無理解と無関
心、差別の加害者という罪と向き合う時となった。彼らは、近代日本の同化政策の






























17　倉沢正則「ディアスポラ宣教協力」（『キリスト新聞』論壇、2009 年 10 月 10 日、キリ
スト新聞社）
18　今後の論述には、Miroslav Volf, Captive to the Word of God (Grand Rapids: Wm. B. 

































20　Volf, Captive to the Word of God, 69.
21　Volf, Captive to the Word of God, 73.
































23　Volf, Captive to the Word of God, 78.
24　Volf, Captive to the Word of God, 83. 



































































































レスティナ在住のユダヤ人数を凌ぎ、500 万人から 600 万人を数えるほどで、社会
35　Narry F. Santos, “Exploring the Major Dispersion Terms and Realities in the Bible,” 





























36　Santos, “Exploring the Major Dispersion,” 35.
37　Ted Rubesh, “Diaspora Distinctiveness: The Jewish Diaspora Experience in the Old 
Testament,” in Diaspora Missiology, 70-71.
38　4 世紀までのローマ帝国における迫害時でのクリスチャンの生活について興味深いものは、Ivo 
Lesbaupin, Blessed are the Persecuted: Christian Life in the Roman Empire, A.D. 64-





























プ、ヨーロッパ・キリスト者の集い等、Reaching Japanese for Christ, Japanese Christian 
Fellowship Network, Diaspora Network for Japanese, Int’l VIP Club などの連携や協力
がなされている。
日本宣教 ― クリスチャン・ディアスポラの可能性
14
下型地震等での地域ケアセンター構想等々の課題山積みの日本 40 で、クリスチャン・
ディアスポラとクリスチャン・シナゴグが貢献できる領域は多方面に開かれている。
教団／教会の宣教と多種多様な信徒による内外ミニストリーをつなぎ、次世代ネッ
トワークを構築するクリスチャン・ディアスポラ邦人のブリッジビルダーの働きが
今後の日本宣教の鍵を握るに違いない。
40　青木勝「復興・再生をめざす希望の次世代ネットワーク」2010.01.01
